
マロニエファッションデザイン専門学校学則

第１章 組      織

第１条 本校は教育基本法及び学校基本法の趣旨に基づき、ファッションの専門的技術を

教授するため、服飾専門課程を置き、アパレル産業教育を中心とし、すぐれた技

術と教養を持った人材を育成することを目的とする。

第２条 本学校はマロニエファッションデザイン専門学校という。

第３条 本学校は大阪市北区天神橋７丁目７番４号に設置する。

第２章 課程及び学科、修業年限並びに休業日

第４条 本学校の課程学科及び修業年限並びに定員は次の通りとする。

課程名 学科名 修業年限 入学定員 総定員 備考

ファッション

デザイン学科
２年 ２０名 ４０名

ファッション

デザイン学科
３年 ３０名 ９０名

ファッション

ビジネス学科
２年 ２０名 ４０名

ファッション

ビジネス学科
３年 ２０名 ６０名

服飾専門

課程

ファッション

マスター学科
４年 ２０名 ８０名

昼間部

３１０名

服飾専門

課程

第二部ファッション

デザイン学科

３年 ２０名 ６０名
夜間部

６０名



第５条 本学校の学年は

4 月 1 日に始まり 3 月 31 日まで

但し秋季募集した場合は１０月１日に始まり 9 月 30 日に終わる。

前期      4 月  １日から  ９月３０日まで

後期    １０月  １日から  ３月３１日まで

第６条 本学校の休業日は次の通りとする。

１．日曜日、土曜日

２．国民の祝日に関する法律で規定する休日

３．夏季休業       ７月２２日より  ８月３１日まで

４．冬季休業     １２月２３日より  １月１０日まで

５．春季休業       ３月１６日より  ４月  ８日まで

６．開校記念日     ３月　１日

　　　　　　※　休暇中に２単位（６０時間）の出校日を設定し、自由研究プログラム

　　　　　　を実施する。

第 3章 教育課程 授業時間数及び取得単位数と教員組織

第 7 条 本学校の授業時間数は８５０時間以上とし、教育課程別表（１）のとおりと

　　　　　　する。但し夜間部については３年間で９００時間以上とする。

第８条　　　進級及び卒業認定に必要な取得単位は、１単位を１.５時間（１コマ）×２０週＝

３０時間（２０コマ）として換算する。

第 9 条　　　昼間部・夜間部の進級および卒業認定は次の通りとする。

　　　　　　昼間部の各学科・年次ごとの授業時間数を９００時間（３０単位）とし、

８７０時間（２９単位）以上の履修と課題提出により進級・卒業認定を行な

う。

　　　　　　夜間部の各学科・年次ごとの授業時間数を９００時間（３０単位）とし、

５７０時間（１９単位）以上の履修と課題提出により進級・卒業認定を行な

う。

第１０条 本学校の始業及び終業の時刻は次の通りとする。

１部（昼）週３日を午前９時３０分より午後４時４０分まで

　　　　　　　　　　　　　週２日を午前９時３０分より午後３時までとする。

２部（夜）午後６時より午後９時１０分までとする



第１１条 １. 本学校に次の教職員を置く。

１．校長          １名

２．教員（専任）　１０名以上

３．事務職員  　　５名以上

４．校医  　　  １名以上

２．校長は校務を掌り、所属職員を監督する。

第 4章 入学、休学、退学、卒業及び賞罰

第１２条 本校に入学出来る者は次の通りとする。

１. 高等学校を卒業した者

２．高等学校を卒業した者に準ずる学力があると認められたる者

（学校教育法施行規則７７条の５に該当する者）

３.　短大及び大学の被服科又は当校一年次、二年次、三年次修業と同等の

学力があると認められた者は、取得科目と単位数、学力および能力選考を

行い、合格者には二年次、三年次、四年次に編入する事を認める。

　　　　　　　4. 学内における他学科間の編入も、第１２条３項と同様に選考を行い、合格者

は他学科へ編入する事を認める。

第１３条 本学校の入学時期は次の通りとする。

　４月 １０月（中止の場合もあり得る）

第１４条 本学校の入学手続きは次の通りとする。

１. 本学校に入学しょうとする者は本学校の定める入学願書に必要事項を

　　載して、第２０条に定める入学検定料及び入学申込金を添えて指定期日ま

でに出願しなければならない。

２. 前項の手続きを終了した者に対して入学試験を行い、入学者を決定する。

３. 本学校に入学を許可された者は入学許可の日から３０日以内に第18条の入

学金を添えて手続きをしなければならない。

　　（３月までに願書提出の方は３月末までに納付金を納めること。）

第１５条 １. 学生が疾病その他止むを得ない事由によって２週間以上休学する場合は

　　　　　　　　診断書及びその事由を記し、校長の許可を受けなければならない。

２. 前項の者が復学しようとする場合は届け出て復学することが出来る。



第１６条 退学しょうとする者はその事由を記し、校長の許可を受けなければならない。

第１７条 １．試験等に合格し本学校所定の課程を終了したと認めた者に、卒業証書別

表（４）を授与する。

２．前項により服飾専門課程ファッションデザイン学科（昼間部・３年課程、

　　　　　　　２年課程)、（夜間部・３年課程）及びファッションビジネス学科（昼間部・

３年課程、２年課程)を終了した者には文部科学大臣による告示（平成六年

文部省告示第八十四条）により専門士（服飾家政専門課程）の称号を授与す

る。

　　　　　３. 前項により服飾専門課程ファッションマスター学科（４年課程）を終了した

者には文部科学大臣による告示（平成十八年文部科学省告示第八十七号）に

より高度専門士（服飾家政専門課程）の称号を授与する。

第１８条 成績優秀にして他の模範となる者には褒賞することがある。

第１９条 次の項目に該当する者には退学を命ずることがある。

１．性行不良で改善の見込みがないと認められる者。

２．学力劣等で卒業の見込みがないと認められる者。

３．正当な理由なく出席が常でない者。

４．学校の秩序を乱し、其他学生の本分に反した者。

第 5章 入学金、授業料其の他

第２０条 本学校の入学金、授業料等は別表（２）の通りとする。

第２１条 寄宿舎は設置していない。

第２２条 健康診断は毎年１回別に定めるところにより実施する。

第２３条 別科に関する次項は別表（３）の通りとする。

附    則

１．この学則は平成 ２３年　４月 １日より施行する。


